
【生活支援コーディネーターのおもい】 

 

 

 

 

 

 

 

(福)京丹波町社会福祉協議会では、地域福祉課に生活支援コーディネーターを配置して

います。 

住民の皆さまと一緒に地域全体で支える体制づくりに取り組んでいくことが、生活支

援コーディネーターとしての活動と考えています。地域での取り組みや住民の皆さまの

声、活動を紹介していきたいと思います。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京丹波町社協 
地域通信  

第１号 

生活支援コーディネーターとは？ 

生活支援コーディネーターとして、いつまでも住み慣れた地域でいきいきと元気に過ごしても

らえるように町内で実践されている支え合いの取り組みを住民の皆さまに発信していきます。

〝支え合い″が京丹波町内に広まり、一人でも多くの方から「助かるわ～」という声が聞こえ

てくるようにしていきたいです。皆さまからの情報もお待ちしています。 

発行  京丹波町社会福祉協議会 

〒622-0213 

京丹波町須知鍋倉 1 番地 1 

電話 0771-82-0126 

Fax  0771-82-2206 

「地域支えあい推進員」 

とも呼ばれています。 

令和２年 １２月  発行 

引用：社会福祉法人横浜大陽会  
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(以下：春田区長) 

この取組みは私が区長になる前の７年前から始まっ

たと聞いています。 

きっかけは、区民の中から「（不燃ゴミの）集荷場が

遠いので車がないと持っていけない」「足が痛くてゴミ

が出せない」などの声が上がったことからでした。 

可燃ゴミは比較的家の近くに収集カゴがあるので各

自で出せているようですが、ビニールゴミなどの不燃

ゴミはバス車庫横環境倉庫まで持ち込まなければなり

ません。そこで不燃ゴミ回収日に衛生委員が希望者の 

お宅（もしくは付近の可燃ゴミのカゴに入れておく）へ回収に廻る取組みが始まったと聞いていま

す。粗大ごみも車に乗るものなら回収しています。（事前連絡が必要） 

衛生委員（２名）は２年任期ですが、２名同時に交代するのではなく、１名ずつ入れ替わりで交

代するようにしています。そうすることで、回収するお宅やこの取組みが引き継がれ、今でも継続

できています。ご近所で声をかけ合い、一緒にゴミを持ってきてくれている方もあります。 

 

 

                      

 

                      

 

 

 

 

 

衛生委員の堀さんは、「役をして初めてゴミ出しで困っている人や回収する大切さがわかった。」 

区長の春田さんは「困ったときはお互いさま。地域で、住民同士で協力し、助け合える仕組みを 

継続していきたい。」とお話しいただきました。 

集荷所前には、入れてはいけない物を並べて分別を 

分かりやすく紹介されています 

衛生委員が回収に廻られます 

本庄区長:春田さん（右） 

衛生委員:堀さん（左） 

★本庄区（R2.10 月現在）２５４世帯 ５８６人  

 ６５歳以上 １９６人   高齢化率 42.4％ 

毎日の生活の中で、ゴミは自然と出る物です。ゴミ出しについて考えてみました。 

実際にゴミの集荷所に行ってみると、一輪車に乗せて運んでくる人、ゆっくり運んでいる人、 

お隣さんのゴミも一緒に運んで来た人など、いろいろな方がおられます。 

今は車に乗れるからゴミ出しに行けるけど、免許を返納したら・・・！？ 

今回は、ゴミ出しの課題解決に取組まれている本庄区をご紹介します。 

ゴミ出しって結構大変！ 


